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公
立
保
育
所
２
カ
所
の
増
改
築

を
行
い
ま
す
。

　

保
育
ニ
ー
ズ
が
高
い
鹿
部
保
育

所
は
保
育
室
の
増
室
・
改
修
、
久

保
保
育
所
は
保
育
室
の
増
設
、
ト

イ
レ
等
の
改
修
な
ど
、
保
育
定
員

の
増
加
や
環
境
の
改
善
を
図
る
も

の
で
す
。

　

鹿
部
保
育
所
で
は
、
定
員
が
大

規
模
と
な
る
こ
と
か
ら
、
定
数
拡

大
の
判
断
、
園
庭
な
ど
の
保
育
環

境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

１
５
０
人
を
予
定
し
て
い
る
、
保

育
環
境
に
問
題
は
な
い
と
の
答
弁

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
６
日
間
に
わ
た
り
平
成
25
年
度
当
初
予
算
を

集
中
審
議
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に
行
う
事
業
に
、
多
く
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
の
特
徴
的
な
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

税
収
で
は
自
主
財
源
の
市
税
で
65
億
８
千
万
円（
前
年
度
比
１・４
％
増
）、

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
は
70
億
６
千
万
円
で（
前
年
度
比
０・７
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
１
７
３
億
８
千
万
円
に
、
平
成
25
年
度
予
算
の
前
倒
し
と
な
っ

た
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
３
億
７
千
万
円
を
加
え
る
と
前
年
度
比
約

２・６
％
増
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
政
方
針
で
は
第
４
次
総
合
振
興
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
優
先
し

た
予
算
配
分
と
さ
れ
、
こ
れ
に
係
る
経
費
は
49
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
「
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
に
よ
り
、
平
成
16
年
か
ら
管

理
と
処
理
が
発
生
者
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
処
理
施
設
が
な
か
っ

た
が
、
平
成
21
年
に
稼
働
し
た
た

め
、
市
役
所
で
発
生
し
、
管
理
し

て
き
た
蛍
光
灯
安
定
器
、
高
圧
コ

ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

１
４
８
０
㎏
の
全
量
の
処
理
を
行

う
も
の
で
す
。

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
所

の
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
質
問
に
は
、

子
ど
も
子
育
て
会
議
で
検
討
し
た

い
、
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

保育環境を大切にする施設に

平成25年度予算

減額（海外視察費）修正し賛成多数で可決
一般会計約173億 8728万円は前年度比0.6％増

子
育
て
応
援　

公
立
保
育
所
整
備

 

１
億
６
２
２
万
円

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
全
量
を
処
理

 

４
０
５
３
万
円

平成25年度当初予算額

会　計　名
当初予算額（万円）

対前年度比
平成25年度 平成24年度

一般会計 173億 8728 172億 9069 0.6%

住宅新築資金等貸付事業
特別会計 563 635 ▲ 11.3%

国民健康保険特別会計 61億8437 55億 1284 12.2%

後期高齢者医療特別会計 6億369 5億 7698 4.6%

介護保険特別会計
（保険事業勘定） 31億2247 30億 5675 2.2%

介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定） 2511 1918 30.9%

公共下水道事業特別会計 17億9746 17億 4590 3.0%

農業集落排水事業特別会計 1億2342 3億 2365 ▲ 61.9%

水道事業会計 14億8164 14億 579 5.4%

総合計 307億 3107 299億 3813 2.6%

（千円以下切り捨て）

平
成
25
年
度
予
算
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昨
年
度
に
引
き
続
き
市
内
バ
ス

の
運
行
維
持
の
た
め
、
西
鉄
バ
ス

宗
像
に
運
行
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
前
年
度
比
１
０
０
万
円

の
増
額
。
燃
料
費
の
増
加
、
収
入

見
込
み
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

利
便
性
向
上
の
質
問
に
は
、
小

竹
線
と
舞
の
里
線
の
乗
り
継
ぎ
な

し
の
運
行
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス

の
運
行
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

利
用
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
企
業
努
力
や
、

利
用
者
の
声
を
聞
く
取
り
組
み
を

求
め
る
意
見
が
上
が
り
、
利
用
者

の
意
向
把
握
を
検
討
し
た
い
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
サ
ポ
ー
ト
補
助
は
、
昨
年

度
と
同
じ
く
、
１
地
域
10
万
円
の

補
助
で
３
地
域
を
予
定
し
、
今
年

度
は
地
域
負
担
の
軽
減
を
図
る
目

的
で
、
タ
ク
シ
ー
利
用
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
向

上
に
、
前
年
度
実
施
し
た
調
査
設

計
を
基
に
、
普
通
教
室
１
部
屋
当

た
り
４
台
、
合
計
１
０
４
台
の
扇

風
機
を
設
置
し
ま
す
。

　

小
学
校
を
対
象
に
順
次
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
設
置
工
事
は
授
業
の

な
い
時
期
を
選
ん
で
行
う
こ
と
か

ら
、
６
月
か
ら
８
月
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市民の声を活かした公共交通に

民生費
72億1936
41.7％

消防費
7億1934
4.1％

市税
65億8016
37.8％

国・県支出金
38億387
21.9％

平成25年度当初予算
一般会計歳入・歳出の内訳

46.7％53.3％

繰入金 5億7190
3.3％

分担金及び負担金
3億1568
1.8％

その他 3億4707
2.0％

その他（地方交付金等）
3億90
3.2％

市債 13億3740
7.7％

地方消費税交付金
5億6300
3.2％

　　　地方交付税
32億6000
18.7％

使用料及び手数料 3億730
1.8％

その他
8億3894
4.3％ 総務費

17億8427
10.3％

衛生費
19億4733
11.3％

土木費
13億2840
7.7％

教育費
20億2189
11.7％

公債費
15億2775
8.8％

（単位は万円、千円以下切り捨て）

歳出合計
173億8728

自

主

財財

源源

依

存
歳入合計
173億8728

民生費
72億1936
41.7％

消防費
7億1934
4.1％

市税
65億8016
37.8％

国・県支出金
38億387
21.9％

海抜表示板設置
756万円

　津波危険区域・津波避難区域
を中心に、市内 500 カ所に海抜
表示板を設置。人的被害の軽減
と防災意識の向上をはかる。

子ども対応の骨密度
測定器購入
220万 5千円

　３歳から測定結果の表示がで
きる超音波骨量測定器を購入。児
童生徒期からの生活習慣改善を
促すとともに、市民の健康づくり
に活用。

観光協会補助
290万円

　観光協会が行う事業への補助
と、事務体制の強化と組織体制
の確立のために事務局長を配置
することに対する補助。

防風保安林改良事業
437万 9千円

　防風保安林の松くい虫被害の
拡大と、隣接する住宅地に松が
倒れかかっている状況から、住宅
地境の松・雑木を伐採し常緑広
葉樹に植え替える。

地
域
サ
ポ
ー
ト
補
助
は
タ
ク
シ
ー
利
用
を
追
加

公
共
交
通
の
確
保
に 

３
５
３
０
万
円

教
室
に
扇
風
機
を
設
置 

６
７
８
万
円

 

本
年
度
は
小
野
・
青
柳
小
学
校
に

　市民の利便性を高めるため、こ
れまでの月・水・金曜日に加え、
土曜日も開館。

消費者相談窓口が
週４日に拡充
264万 9千円

JR千鳥駅東口周辺整備
500万円

　長年の課題であった東口駅前
広場と JR 久保踏切周辺を一体的
に整備するため、現地測量及び
予備設計を実施。

平
成
25
年
度
予
算

こが市議会だより63号3



　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長
を

除
く
18
名
の
議
員
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
一
般
会
計
ほ
か

７
会
計
の
審
査
の
経
過
と
結
果
の

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

審
査
に
際
し
ま
し
て
は
、
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
を
は
じ
め

関
係
部
長
、
課
長
等
の
出
席
を
求

め
、
予
算
概
要
の
説
明
を
受
け
る

と
共
に
、
各
委
員
よ
り
資
料
請
求

に
基
づ
く
資
料
ほ
か
施
政
方
針
や

当
初
予
算
説
明
資
料
等
を
参
考
に
、

３
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で
、
計
６

日
間
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
審
査
概
要
と
し
て

は
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の

中
、「
つ
な
が
り　

に
ぎ
わ
う　

快

適
安
心
都
市　

こ
が
」
の
実
現
を

め
ざ
し
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

力
点
を
入
れ
た
施
策
は
、
一
定
の

評
価
が
で
き
る
一
方
、
必
要
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
、
き
め
細
や
か
な
取
り
組
み

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
さ
ら
に
努
力
、
研

究
を
行
っ
て
ほ
し
い
旨
や
、
各
会

計
に
お
け
る
収
入
未
済
額
の
向
上

に
つ
い
て
、
執
行
部
の
取
り
組
み

の
努
力
を
認
め
な
が
ら
も
、
改
善
、

工
夫
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
に
お
い
て
は
、

市
長
ほ
か
職
員
の
海
外
視
察
等
の

特
別
旅
費
、
路
線
バ
ス
及
び
地
域

サ
ポ
ー
ト
補
助
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
将
来
像
、
玄
界
環
境
組
合

負
担
金
の
問
題
、
研
修
棟
建
て
替

え
等
の
実
施
設
計
や
生
涯
学
習
基

本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
課
題
、

高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
、
健
康

づ
く
り
や
子
育
て
支
援
施
策
の
機

能
強
化
、
防
災
体
制
の
充
実
や
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
、
地
域

産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
・

産
業
施
策
の
充
実
、
教
育
課
題
に

対
す
る
対
応
策
等
、
広
範
多
岐
に

わ
た
る
意
見
、
提
言
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
事
案
と
し
て
、
委

員
よ
り
平
成
25
年
度
古
賀
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
市
長
ほ
か

職
員
の
海
外
視
察
等
の
特
別
旅
費

減
額
と
い
う
修
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
提
案
理
由
の
説
明
の
後
、

質
疑
・
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
で
修
正
案
は
否
決

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
続
け
て
お
こ

な
っ
た
平
成
25
年
度
古
賀
市
一
般

会
計
予
算　

原
案
に
つ
い
て
は
採

決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
か
ら
水
道
事
業
会
計
ま
で
の
７

会
計
は
全
て
、
賛
成
全
員
も
し
く

は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
長　

松
島　

岩
太

予
算
審
査
の
概
要

●
予
算
審
査
特
別
委
員
会

※ 平成25年度一般会計、特別会計等に対する反対討論、賛成討論の概要を掲載しました。討論の全文は、ホームページの会議録・
録画でご覧になれます。なお、今回から討論者氏名を掲載しています。

内場　恭子
○ 不況での大量解雇、団塊世代の大量加入で、滞
納の増加も予想される。短期証、資格証発行は
命に係る問題。一般会計からの繰入金を増やす
べき。

内場　恭子
○ 高齢者医療を抑制することが目的の制度に問題。低所得者へ
の減免もなく、必要な医療も受けられなくなる。

田中　英輔
○ 年齢による医療の差別化や医療サービスの地域間格差の拡
大、保険証の取り上げは、憲法第 25 条を侵害する。

西尾　耕治
○ 現状の政策の推移を考慮し、慎重に数字を組み
立てるべき。制度への不満を一自治体の財政運
営にぶつけるべきではない。滞納者への慎重な
対応、適正な執行を望む。

国民健康保険特別会計賛成討論１人 反対討論１人

西尾　耕治
○ 前政権時、廃止すると公言しながら
適正な方策がなく現状に至ってい
る。当市だけがやめれば、他自治体
に迷惑をかける。国の状況を見極め
ながら進むべき。

後期高齢者医療特別会計賛成討論１人 反対討論２人

委員会で否決の修正案　本会議で可決
　予算審査特別委員会で予算案が否決されまし
たが、３月２６日の本会議において、再度、海外
視察費（約２８９万円）を減額する修正案が提出さ
れました。（発議者：姉川さつき　賛成者：芝尾
郁恵）採決の結果、賛成多数で可決。修正部分を
除く予算案も賛成多数で可決しました。

平
成
25
年
度
予
算
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西尾　耕治
○ 水道企業団との関係については、上手に連携し、
お付き合いしていくことのほうが、古賀市、市
民にとっては上策。安全安心の水の供給を望む。

芝尾　郁恵
○ 海外視察を全面的に否定はしないが、
施政方針にも触れられず、唐突な予算
計上である。
　 市民の声も、視察は自費で行くべき。
もっと先にやるべきことがあるとシビ
アなものが多く、市民感覚とはかけ離
れており到底賛成できない。
許山　秀仁　
○ 海外視察については大いに疑問。市全
体の廃棄物処理の在り方等を解決する
ため、国内の事例を参考にした上で、
関係団体や関係者との同行であれば良
いのでは。視察内容は、玄界環境組合
に関するものであり認められない。

平成25年度　一般会計予算修正案賛成討論２人

内場　恭子
○ 海外視察は施政方針で触れず、説明責任が果た
されていない。中小企業支援ができていない。
公共交通手段、少子化対策、商工農業者への援
助が不足。同和地区活動補助は公平な使途では
ない。古賀清掃工場負担金９億円は問題。循環
型社会構築のため、リサイクル推進、バイオマ
ス等の再生エネルギーを進めるべきだが不十分。
国民健康保険等の保険料、利用料減免制度、住
宅リフォーム制度助成も不十分。

阿部　友子
○ 教育部門の市単費による人的配置の継続は、教
育充実のために大いに評価。消費者相談窓口の
相談日数増を評価。

　 海外視察は施政方針にもなく、考えが十分ではない。
　 市民参加の発想がなく、共働意識が欠如。にぎ
わい創出ばかりに目がいき、進展する高齢社会
への対応、地域コミュニティの構築など、喫緊
の課題がなおざりである。

　 公共交通、定住化対策も不十分であり市長の舵
取りが不安。

倉掛　小竹
○ 成年後見制度と介護保険制度は車の両輪、成年後見人育成事業費
113 万円が予算計上され効果に期待。
阿部　友子
○ 高齢化率 20％超、認知症の増加は必至。市民後見推進事業の予
算化、健康づくり養成講座、高齢者等実態調査、小学生への出前
講座を評価。

西尾　耕治
○  15 年近く、本制度を当市が広域でなく単独で行ってきたことに
は、職員には心から敬意を表する。健全な執行を継続させるこ
とが市民のため。

介護保険特別会計賛成討論３人

内場　恭子
○ 改定ごとに保険料は上がり、要
支援や要介護の認定は厳しく
なっている。必要な介護サービ
スも受けられず、施設利用の対
応も不十分。基準月額 4700 円も
安いとは言えず、保険料、利用
料の減額免除制度も不十分。

水道事業会計賛成討論１人

内場　恭子
○ 福岡水道企業団への出資金、繰出金は大きく受
水の必要性も疑問。水道を必要としている地域
への対応、災害時の危機管理が不十分。

※修正案が出されたため、３つの立場での討論がありました。

吉住　長敏
○ 海外視察費だけを切り抜いた修正案が提出されたが、市
民に共感が得られる企画が担保される附帯決議で十分と
判断。説明責任の不十分さは指摘したが、有効な海外視
察であれば否定しない。委員会での原案否決を受けて、
既に混乱停滞は始まっている。無修正のまま、人道的な
決着で臨むべきと判断。

倉掛　小竹
○ 食と環境は、重要な政策テーマ。海外視察の成果を期待
するが、執行にあたっては、議会からの指摘もあり、慎
重に判断すべき。雇用労働政策、保育施設の地域配置、
自治体版事業継続計画の検討を急ぐべき。環境エネル
ギー、公共交通整備の検討が必要。

原案賛成討論2人

原案反対・修正案反対討論２人

反対討論１人

反対討論１人

平
成
25
年
度
予
算

こが市議会だより63号5



問　

市
政
運
営
の
要
と
な
る
施
政

方
針
に
、
意
気
込
み
や
熱
意
が
感

じ
ら
れ
な
い
。

市
長　

過
去
の
流
れ
を
く
ん
で
来

年
度
方
針
を
決
め
た
。
古
賀
市
の

特
徴
を
生
か
し
た
施
政
方
針
だ
。

問　

参
考
に
す
る
べ
き
自
治
体
が

あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

改
善
す
べ
き
は
改
善
す
る
。

問　

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
施
策
は
重
要
。
施
政
方
針

で
説
明
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　

ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
で
取
り
組

む
。
指
摘
は
今
後
の
参
考
に
す
る
。

問　

基
金
繰
入
、
市
債
発
行
の
市

財
政
へ
の
影
響
は
。

市
長　

有
利
性
を
検
討
し
た
結
果

で
あ
り
、
影
響
は
少
な
い
。

●
ま
と
め

重
点
施
策
も
明
確
で
な
く
、
予
算

説
明
と
し
て
も
不
十
分
。
市
民
の

理
解
と
協
力
、
職
員
の
意
欲
に
つ

な
が
る
施
政
方
針
に
改
善
を
。

意
気
込
み
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ず
不
十
分
な
施
政
方
針

前
野
早
月
（
希
来
里
）

問　

予
算
総
額
の
43
％
を
占
め
る

特
別
会
計
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

市
長　

記
述
は
浅
か
っ
た
が
、
国

保
課
題
の
取
り
組
み
は
行
う
。

問　

職
業
紹
介
所
の
就
労
状
況
は

正
規
雇
用
が
５
年
で
半
減
。
篠
林

区
開
発
の
雇
用
、
定
住
化
効
果
は
。

建
設
産
業
部
長　

全
体
で
６
〜

７
０
０
人
の
雇
用
。
新
規
採
用
は

そ
の
半
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

保
健
福
祉
部
長　

定
住
化
施
策
と

し
て
保
育
所
新
設
も
検
討
。

問　

公
共
交
通
は
西
鉄
の
ダ
イ
ヤ

改
正
等
で
は
不
十
分
。
高
齢
者
外

出
促
進
事
業
な
ど
の
阻
害
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

市
長　

今
年
度
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
実
験
運
行
も
検
討
。

問　

新
エ
ネ
、
防
災
の
観
点
か
ら

公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
設
置
は
。

総
務
部
長　

国
の
補
助
事
業
な
ど

が
あ
れ
ば
考
え
る
。

問　

人
権
侵
害
の
実
態
調
査
は
。

市
長　

基
本
指
針
の
再
編
を
行
っ

た
。
今
後
も
行
政
総
体
で
行
う
。

に
ぎ
わ
い
を
、
雇
用
・
定
住
化
に
結
び
つ
け
る
施
策
は

倉
掛
小
竹
（
山
海
会
）

問　

通
学
途
中
の
事
故
が
多
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は
必
要
。
施

政
方
針
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

市
長　

今
後
も
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
地
元
か
ら
の
要
望
を
通
じ
て
、

道
路
全
体
の
安
全
対
策
に
努
め
る
。

問　

災
害
非
常
時
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
の
シ
ス
テ
ム
化
、
警
部

交
番
昇
格
の
研
究
、
防
災
・
避
難

協
定
の
拡
大
の
推
進
は
ど
う
か
。

市
長　

今
後
も
情
報
発
信
に
努
め

る
。
昇
格
は
要
望
し
て
い
る
。
協

定
は
県
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
は
ど
う
か
。

市
長　

工
業
団
地
群
を
視
野
に
入

れ
た
研
究
も
行
っ
て
い
く
。

問　

胃
が
ん
の
大
き
な
原
因
の
ピ

ロ
リ
菌
の
検
査
の
導
入
は
。

市
長　

国
の
動
向
を
見
守
り
、
導

入
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

よ
り
よ
い
古
賀
市
め
ざ
し
て
、
職
務
を
遂
行
し
て
ほ
し
い

西
尾
耕
治
（
公
明
党
）

問　

再
発
見
し
た
魅
力
と
は
。
ど

ん
な
市
を
め
ざ
す
の
か
。

市
長　

生
物
多
様
性
の
環
境
や
交

通
の
利
便
性
、
優
れ
た
技
術
の
企

業
が
あ
る
。
こ
の
魅
力
を
総
合
的

に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
発
信
す
る
。

産
業
創
出
や
財
政
基
盤
強
化
で
財

政
再
建
し
、
福
祉
や
子
育
て
、
地

域
の
安
全
安
心
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

の
高
い
町
づ
く
り
を
し
た
い
。
わ

か
り
や
す
い
形
で
市
民
に
伝
え
た

い
。

問　

市
民
と
一
緒
に
考
え
、
市
長

の
政
治
理
念
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

市
長
の
め
ざ
す
古
賀
市
と
は

内
場
恭
子　
　

問う！
健康づくり、活躍支援
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問　

地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
が
。

市
長　

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、

国
県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活

用
す
る
。

問　

子
ど
も
す
こ
や
か
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
、
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
ど
こ
な
の
か
。

市
長　

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
環
境
整

備
と
そ
の
た
め
の
保
育
所
の
増
築
。

問　

生
涯
学
習
拠
点
ゾ
ー
ン
の
整

備
事
業
の
推
進
や
、
生
涯
学
習
基

本
計
画
、
文
化
芸
術
振
興
計
画
の

策
定
な
ど
市
民
に
寄
り
添
う
形
で

大
い
に
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長　

市
民
が
参
加
で
き
る
場
づ

く
り
と
し
て
、
研
修
棟
を
含
め
た

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
周
辺
の
整
備
に

着
手
。

問　

特
定
用
途
制
限
地
域
の
指
定

は
、
も
っ
と
き
め
細
か
く
で
き
な

い
の
か
。

市
長　

今
後
は
条
例
案
を
地
権
者

に
説
明
周
知
し
て
い
く
。

問　

都
市
計
画
市
街
化
調
整
区
域

の
高
齢
化
に
よ
る
疲
弊
防
止
策
は
。

市
長　

調
整
区
域
は
、
既
存
集
落

の
活
力
維
持
や
、
回
復
に
力
を
注

ぐ
。
福
岡
県
開
発
許
可
条
例
に
基

づ
き
区
域
指
定
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
何
を
め
ざ
す
の
か舩

越
義
彰
（
自
由
）

問　

落
ち
込
ん
だ
地
域
力
を
高
め

新
生
古
賀
市
を
追
求
す
べ
き
だ
。

市
長　

食
品
工
場
は
強
み
だ
、
地

域
お
こ
し
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
。

問　

Ｉ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジＣ

等
恵
ま
れ
た
位
置
の
有

効
利
用
を
す
べ
き
だ
。

市
長　

企
業
誘
致
で
活
性
化
と
地

域
お
こ
し
で
篠
林
開
発
が
進
み
、

今
後
は
適
切
な
土
地
利
用
を
推
進
。

問　

成
長
戦
略
に
公
共
事
業
で
活

路
を
。
人
口
停
滞
や
予
算
の
伸
び

悩
み
対
策
、
新
生
古
賀
市
追
求
に

行
政
と
市
民
人
材
育
成
が
急
務
だ
。

市
長　

農
商
工
連
携
、
特
に
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
取
り
組
み
や
企
業
派

遣
含
め
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
市
民
リ
ー
ダ
ー
は
第
三
の

公
共
で
あ
り
育
成
に
力
を
入
れ
た

い
。

問　

勝
利
裁
判
で
大
胆
な
行
動
を
。

市
長　

市
政
に
飛
躍
運
営
す
る
。

問　

国
の
膨
大
な
借
金
を
ど
う
み

る
か
。

市
長　

市
の
予
算
は
、
国
等
へ
の

依
存
割
合
が
５
割
を
超
え
て
お
り
、

国
の
財
政
状
況
は
危
惧
し
て
い
る
。

問　

平
成
25
年
度
末
、
借
金
残
高

見
込
み
額
約
１
３
４
億
円
の
返
済

に
つ
い
て
、
そ
の
見
通
し
は
。

市
長　

将
来
世
代
負
担
の
妥
当
性

や
後
年
度
の
交
付
税
措
置
等
の
検

討
を
行
っ
た
結
果
の
見
込
み
額
だ
。

問　

建
物
、
橋
、
上
下
水
道
等
の

老
朽
化
対
策
に
要
す
る
資
金
需
要

予
測
と
資
金
繰
り
に
つ
い
て
。

市
長　

現
在
は
国
庫
補
助
金
等
を

活
用
し
財
源
確
保
を
し
て
い
る
。

今
後
の
老
朽
化
対
策
は
、
更
新
計

画
等
に
よ
り
資
金
計
画
や
特
定
目

的
基
金
の
積
み
増
し
を
行
う
な
ど

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

古
賀
市
の
資
金
繰
り
は
大
丈
夫
か

仲
道
誠
明
（
明
友
会
）

※ 

質
問
時
間
は
会
派
人
数
に
応
じ
て
持
ち
時
間
制
（
１
人
当
た
り
５
分
）

と
し
て
い
る
た
め
、
紙
面
も
質
問
時
間
に
合
わ
せ
た
配
分
に
し
て
い
ま

す
。

告
発
棄
却
は
市
長
の
勝
利
、
今
後
胸
張
り
行
動
を

結
城
弘
明
（
政
風
会
）

地域活性化、安全・安心、子どもすこやか、

　３月４日の本会議において、施政方針に対する会派等による質疑を行
いました。概要を報告します。

施政方針を
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安
倍
政
権
の
公
共
事
業
等
の

刺
激
策
と
い
う
大
型
補
正
予
算

の
影
響
を
受
け
て
、
一
般
会
計
で

４
億
４
４
０
１
万
円
の
追
加
補
正

が
あ
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
事
業
は
、
平
成
25

年
度
に
予
定
し
て
い
た
小
学
校
大

規
模
改
造
工
事
事
業
な
ど
、
緊

急
性
の
高
い
６
事
業
で
、
総
額
は

３
億
７
４
１
１
万
円
で
す
。
３
月

補
正
予
算
計
上
の
た
め
、

事
業
実
施
は
平
成
25
年
度

で
す
。

　

定
例
会
初
日
に
議
決

さ
れ
た
会
議
規
則
に
沿
っ

て
、
初
め
て
補
正
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
審
議
を
行
う
と
い
う

形
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

倉
掛
委
員
長
を
選
出

し
、
３
月
８
日
に
審
議
を

行
い
、
３
月
19
日
の
本
会

議
で
賛
成
全
員
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会（
２
月
28
日
〜
３
月
26
日
）の
主
な
審
議
の
要

点
を
報
告
し
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
の
主
な
審
議

平
成
24
年
度
補
正
予
算

４
億
４
４
０
１
万
円
を
可
決

初の補正予算審査特別委員会を設置

生涯学習センター（仮称）とその周辺道路等の整備
４５４１万円

公園遊具の設計委託及び危険遊具の改良
４０００万円

小学校の校舎と設備の大規模改修
２億６４５４万円

市役所第一庁舎の耐震評価・設計委託　
１５８５万５千円

※本提案書がそのまま設計案となるものではありません。

安倍政権の「緊急経済対策」
古賀市ではこう使われる！
公共事業の前倒しに３億7411万円
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大型前倒し補正
　

条
例
の
改
正
点
は
、
入
居
収
入

基
準
を
国
と
同
じ
月
額
25
万
９
千

円
以
下
と
す
る
こ
と
、
入
居
資
格

要
件
を
、
市
内
に
３
カ
月
以
上
住

所
を
有
す
る
か
、
市
内
同
一
事
業

所
に
４
カ
月
以
上
勤
務
す
る
者
と

規
定
し
た
こ
と
で
す
。
古
賀
市
民

の
権
利
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮

し
た
改
正
と
の
こ
と
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
委
員
会
、
本
会

議
と
も
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し

た
。

入
居
資
格
に
市
独
自
の
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　

市
営
住
宅
管
理
条
例

　

恵
保
育
所
の
年
間
平
均
在
所

率
が
２
年
連
続
１
２
０
％
を
超
え

た
こ
と
か
ら
、
定
員
を
90
人
か
ら

１
０
０
人
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
定
員
数
の
今
後
の
推
移
、
退

所
又
は
保
育
停
止
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
若
い
世
代
の
た
め

恵
保
育
所　

定
員
を
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
堅
持

に
保
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
の
看
板
を
下
ろ
さ
な
い
、

退
所
、
保
育
停
止
に
つ
い
て
は
、

親
子
の
行
き
場
を
確
保
し
、
十
分

な
配
慮
を
す
る
こ
と
の
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

委
員
会
、
本
会
議
と
も
賛
成
全
員

で
可
決
し
ま
し
た
。

隣
保
館
条
例
改
正

 

使
用
料
を
徴
収
へ

　

７
月
１
日
か
ら
、
施
設
の
使
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
し
、

料
金
設
定
の
基
準
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
多
く
の
方
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
受
益
者
負

担
は
当
然
で
あ
り
金
額
設
定
も
妥

当
で
賛
成
。
一
方
、
公
共
施
設
は

無
料
と
す
べ
き
と
の
反
対
討
論
も

あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

近
隣
に
先
駆
け

補
助
金
審
査
委
員
会
を
設
置

　

補
助
金
等
検
討
委
員
会
で
の
最

終
答
申
に
基
づ
き
、
公
募
型
補
助

金
導
入
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。
大
学
教
授
な
ど

５
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
市
民
活
動
を
支
援

す
る
審
査
会
の
存
在
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
委

員
会
、
本
会
議
と
も
に
、
賛
成
全

員
で
可
決
し
ま
し
た
。

道
路
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
市
の
独
自
基
準

　

道
路
の
構
造
基
準
に
、
市
独
自

と
し
て
下
図
の
よ
う
な
点
を
追
加

し
ま
し
た
。

　

本
会
議
討
論
で
は
基
準
の
ク
リ

ア
だ
け
で
な
く
、
現
地
で
の
検
証
、

当
事
者
の
意
見
を
踏
ま
え
整
備
改

修
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
賛
成
討

論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

新たな入居要件が加わります（写真は平田団地）

●わかりやすい議会運営をめざし全面改正
●政務活動費は使途拡大せず

　地方自治法等の改正を受け、昨年９月から、議会で慎重な議論
を重ねてきました。本会議初日の２月28日に、議会運営委員会（委
員長：結城弘明）が古賀市議会委員会条例など４議案を提出、賛
成多数で可決し３月１日から施行しました。
　政務活動費については、地方自治法で使途の範囲を条例で定め
ることとしています。古賀市では、政務活動費の使途を、従来ど
おりの調査研究を中心とし、拡大しませんでした。議員一人当た
り月額１万円も変更しません。会議規則では、議案の委員会付託、
発言の通告制等を改正し、今議会から導入しました。

自治法改正を受けて、
議会のルールが変わります

こが市議会だより63号9



25
年　

請
願
１

年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止
を

求
め
る
請
願

　

平
成
24
年
に
採
択
さ
れ
た
国
民

年
金
法
の
改
正
に
よ
る
２
・
５
％
の

年
金
削
減
は
、
受
給
者
の
状
況
や

市
税
収
入
等
、
地
域
経
済
に
与
え

る
影
響
が
大
き
く
、
政
府
に
対
し

て
２
・
５
％
の
削
減
中
止
を
求
め
る

も
の
で
す
。
市
民
建
産
委
員
会
に

付
託
し
審
議
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
低
年
金
者
、
特
に

女
性
受
給
者
は
、
１
０
０
万
円
以

下
が
38
％
と
最
も
多
く
、
平
均
寿

命
が
長
い
女
性
は
厳
し
い
老
後
が

予
想
さ
れ
る
。
若
者
の
制
度
へ
の

不
信
感
に
も
つ
な
が
る
と
の
賛
成

討
論
。
一
方
、
削
減
中
止
は
、
世

代
間
の
対
立
を
生
む
と
の
反
対
討

論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

　

日
常
生
活
用
具
認
定
に
関
す
る

陳
情

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

悠
声
会

 

小
副
川　

祐
一

請　
　

願

陳　
　

情

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険

適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

診
断
・
治
療
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

こ
の
意
見
書
は
、
交
通
事
故
な

ど
に
よ
り
、
脳
脊
髄
液
が
漏
れ
続

け
る
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
有
効
な

治
療
法
で
あ
る
硬
膜
外
自
家
血
注

入
療
法
（
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
）

を
速
や
か
に
保
険
適
用
と
す
る
こ

と
な
ど
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

本
会
議
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

提
出
者　

芝
尾
郁
恵

　

賛
成
者　

西
尾
耕
治

公
的
年
金
の
２
・
５
％
削
減
中
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

25
年
請
願
１
の
採
択
を
受
け
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

す
。
本
会
議
に
お
い
て
可
否
同
数

に
な
っ
た
た
め
、
議
長
採
決
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

提
出
者　

前
野
早
月

　

賛
成
者　

三
好
貴
一
、
仲
道
誠
明

意　

見　

書

多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
会
議
で
の
起
立
採

決
で
は
、
起
立
者
の
多
数
が
判
然

と
し
な
い
た
め
、
初
め
て
と
な
る

記
名
投
票
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

可
否
同
数
と
な
り
、
議
長
採
決
で

採
択
し
ま
し
た
。

　

請
願
者

　
　

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　

古
賀
支
部
長　

花は
な

田だ　

邦く
に

彦ひ
こ

　

紹
介
議
員

　
　

内
場
恭
子
、
吉
住
長
敏

25
年　

請
願
２

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　

拉
致
被
害
者
家
族
が
高
齢
に
な

り
、
悲
痛
な
思
い
の
ま
ま
人
生
を

終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
一
日
も

早
い
解
決
を
望
み
、
国
会
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

総
務
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員

会
、
本
会
議
共
に
賛
成
全
員
で
採

択
し
ま
し
た
。

　

請
願
者

　
　

 

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本

人
を
救
出
す
る
福
岡
の
会

　
　

代
表
者　

辻つ
じ　

幸ゆ
き

男お

　

紹
介
議
員　

舩
越
義
彰

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

25
年
請
願
２
の
採
択
を
受
け
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

す
。
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
全
員

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

提
出
者　

総
務
常
任
委
員
会

 

　

委
員
長　

内
場
恭
子

　４月15日、三好市議会広報編集委員会の皆さんが、古賀市議会だより

の編集について視察研修に来られました。市民に親しまれる紙面づくり

について活発な意見交換がされ、私たち編集委員にとっても有意義な視

察受け入れとなりました。

古賀市議会報編集特別委員会に

徳島県三好市議会
　広報編集委員会いらっしゃ～い
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平成 25年第１回定例会　議案の議員別賛否一覧
会期：平成25年 2月28日～3月26日

号　

数
議案名

結　

果

反　

対
：
賛　

成

倉
掛　

小
竹

許
山　

秀
仁

前
野　

早
月

清
原　

哲
史

阿
部　

友
子

松
島　

岩
太

田
中　

英
輔

内
場　

恭
子

芝
尾　

郁
恵

結
城　

弘
明

三
好　

貴
一

姉
川
さ
つ
き

仲
道　

誠
明

髙
原　

伸
二

吉
住　

長
敏

飯
尾　

助
広

舩
越　

義
彰

西
尾　

耕
治

奴
間　

健
司

1 専
決
処
分

古賀市道における下水道施設管理瑕疵に対する損害賠償 承認 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ -

２

～

４

平成 24 年度古賀市補正予算（一般会計・介護保
険特別会計・公共下水道特別会計）

承認 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ -

5 古賀市補助金審査委員会条例の制定 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

6
古賀市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例の制定

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

7
古賀市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

8 古賀市道路構造の基準に関する条例の制定 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

9
古賀市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進
に係る道路の構造に関する基準を定める条例の制定

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

10 古賀市道路標識の寸法に関する条例の制定 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

11
古賀市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を
定める条例の制定

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

12 古賀市職員の互助制度に関する条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

13 古賀市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

14 古賀市営住宅管理条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

15 古賀市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

16
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
に関する条例等の一部改正

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

17 古賀市隣保館条例の一部改正 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

18
古賀市立保育所条例及び古賀市保育の実施に関す
る条例の一部改正

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

19 古賀市下水道条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

20 平
成
25
年
度
古
賀
市
予
算

一般会計
修正
可決

16：2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

一般会計に対する修正案
修正案
可決

９：８ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ 退 ○ ● ○ ○ ○ -

21 住宅新築資金等貸付事業特別会計 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

22 国民健康保険特別会計 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

23 後期高齢者医療特別会計 可決 14：4 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

24 介護保険特別会計 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

25 公共下水道事業特別会計 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

26 農業集落排水事業特別会計 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

27 水道事業会計 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

28

～

35

平
成
24
年
度
古
賀
市
補
正
予
算

一般会計・住宅新築資金等貸付事業・国民健康保
険・後期高齢者医療・介護保険・公共下水道・農
業集落排水事業・水道事業

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

36 古賀市と福津市との間の汚水処理事務の受委託の廃止 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

37
福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公
共団体数の増減及び規約の変更

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

38 古賀市議会委員会条例の制定 可決 16：2 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

39 古賀市議会会議規則の制定 可決 16：2 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

40 古賀市議会政務活動費の交付に関する条例制定 可決 16：2 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

41 古賀市証人等の実費弁償に関する条例の一部改正 可決 16：2 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

42 市長の専決処分に関する条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

43
ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少
症の診断・治療の推進を求める意見書

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

25
年

請
願
①
年金2.5％の削減中止を求める請願 採択

可否同数によ
る議長採決
10：9

○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ○

25
年

請
願
②  

拉致問題の早期解決を求める意見書提出に関する
請願

採択 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

44 公的年金の2.5％削減中止を求める意見書 可決
可否同数によ
る議長採決
10：9

○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ○

45 拉致問題の早期解決を求める意見書 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○は賛成　●は反対　議員は議席番号順（■■は議員提出議案）
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問　

原
発
ゼ
ロ
へ
の
見
解
は
。
省

エ
ネ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
研

究
と
推
進
は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長　

原
発
ゼ
ロ
早
期
実
現
は
困

難
。
住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
や

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
補
助
を
実
施
。
自

然
・
省
エ
ネ
政
策
は
国
の
動
向
を

注
視
し
検
討
す
る
。

問　

住
宅
以
外
に
太
陽
光
発
電
設

置
を
し
て
い
る
市
民
も
い
る
が
、

補
助
を
し
て
は
。
公
共
施
設
な
ど

の
太
陽
光
発
電
設
置
推
進
は
。

市
長　

住
宅
以
外
へ
の
太
陽
光
発

電
補
助
は
し
な
い
。
公
共
施
設
な

ど
の
太
陽
光
発
電
設
置
は
、
補
助

金
を
活
用
し
推
進
し
た
い
。

問　

古
賀
ら
し
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
研
究
し
て
ほ
し
い
。

就
学
援
助
基
準
を
拡
大
し
て

問　

８
月
予
定
の
生
活
保
護
費
削

減
は
、
受
給
者
や
就
学
援
助
、
住

民
税
非
課
税
限
度
額
、
保
険
料
減

免
等
、
暮
し
を
支
え
る
制
度
に
影

響
が
で
る
。
制
度
が
利
用
で
き
な

く
な
る
人
へ
の
対
応
は
。

市
長　

国
は
で
き
る
限
り
影
響
が

な
い
よ
う
対
応
す
る
と
の
こ
と
。

市
単
独
事
業
は
市
が
判
断
し
、
影

響
の
な
い
よ
う
検
討
す
る
。

問　

市
就
学
援
助
基
準
は
保
護
費

の
１
・
３
倍
。
保
護
費
減
で
就
学
援

助
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は

問
題
。
基
準
を
上
げ
て
は
。
ク
ラ

ブ
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒
会
費

支
給
と
小
学
校
入
学
準
備
の
支
給

を
し
て
ほ
し
い
が
。

教
育
長　

市
の
基
準
は
維
持
。
ク

ラ
ブ
費
な
ど
、
糟
屋
地
区
で
は
支

給
し
て
い
な
い
。
保
護
者
に
負
担

を
願
い
た
い
。
小
学
校
入
学
準
備

で
は
、
数
の
お
け
い
こ
を
市
が
購

入
、
引
き
出
し
リ
ユ
ー
ス
に
も
取

り
組
み
保
護
者
負
担
軽
減
に
努
め

る
。
支
給
は
６
月
に
認
定
、
入
学

前
の
支
給
は
困
難
。

問　

就
学
援
助
仮
認
定
制
度
を
設

け
て
い
る
所
も
あ
る
。
子
ど
も
を

貧
困
か
ら
守
っ
て
ほ
し
い
。

る
。
正
規
雇
用
率
の
引
き
上
げ
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

建
設
産
業
部
長　

労
働
の
環
境
の

安
定
と
い
う
面
で
も
、
正
社
員
の

募
集
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問　

委
託
の
無
料
職
業
紹
介
所
の

強
化
発
展
の
た
め
に
職
員
を
配
置

し
、
労
働
政
策
、
創
業
の
相
談
・

支
援
な
ど
も
強
化
し
て
は
。

建
設
産
業
部
長　

就
労
に
は
、
今

後
も
力
を
入
れ
、
進
め
た
い
。

問　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ

ス
基
本
法
は
、
従
事
者
に
対
し
適

正
な
労
働
条
件
の
整
備
を
求
め
て

い
る
、
ど
う
活
か
す
考
え
か
。

総
務
部
長　

公
共
工
事
等
の
契
約

で
は
、
最
低
制
限
価
格
な
ど
で
、

雇
用
者
の
賃
金
を
守
る
な
ど
の
対

応
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
公

契
約
条
例
を
定
め
た
自
治
体
も
あ

り
、
参
考
に
研
究
し
た
い
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
と
原
発
ゼ
ロ
に

（
答
）
省
エ
ネ
・
自
然
エ
ネ
活
用
は
国
の
動
向
を
見
て

総
務
部
長　

平
成
25
年
度
か
ら
事

業
継
続
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

た
い
。

人
間
ら
し
い
働
き
方
を

実
現
す
る
ま
ち
に

問　

労
働
環
境
向
上
の
た
め
行
政

は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長　

市
民
に
、
就
労
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
と
考
え
、
無
料
職
業

紹
介
所
を
開
設
し
て
い
る
。

問　

無
料
職
業
紹
介
所
で
は
正

規
雇
用
が
、
平
成
18
年
度
の
45
％

か
ら
、
本
年
度
は
23
％
と
、
非

正
規
雇
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
非

正
規
雇
用
者
の
収
入
は
多
く
が

２
０
０
万
円
以
下
と
言
わ
れ
て
い

問　

自
治
体
の
被
災
も
想
定
し
た

準
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
緊
急

時
優
先
す
る
業
務
の
選
定
や
実
行

態
勢
は
整
っ
て
い
る
か
。

市
長　

応
急
対
策
業
務
の
態
勢
は

整
え
て
い
る
が
、
非
常
時
に
優
先

す
る
業
務
な
ど
は
定
め
て
い
な
い
。

問　

防
災
計
画
の
実
行
性
を
確
保

す
る
た
め
、
事
業
継
続
計
画
の
策

定
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

防
災
計
画
の
実
行
性
を
確
保
す
る
計
画
が
必
要
で
は

（
答
）
被
災
時
の
事
業
継
続
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む

一

聞
こ
こ
が般

質

問
き
た
い
！

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

災害時にも事業継続を可能に

内場　恭子

個人住宅以外の太陽光パネル

田中　英輔
（山海会）

BCP：事業継続計画のイメージ

一　

般　

質　

問
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◇一般質問は届け出順で掲載しています。

問　

公
共
交
通
は
検
討
を
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
便
性

や
利
用
率
が
高
い
と
は
言
え
ず
、

逆
に
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
厳
し

い
状
況
。
利
用
者
や
市
民
の
意
見

を
聞
く
べ
き
で
は
。

総
務
部
長　

利
用
者
や
市
民
の
意

見
を
、
何
ら
か
の
形
で
聞
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　

市
内
バ
ス
は
不
便
で
貧
弱
だ
。

交
通
弱
者
が
救
わ
れ
て
い
な
い
。

市
が
め
ざ
す
、
つ
な
が
り
に
ぎ
わ

う
た
め
に
は
、
公
共
交
通
は
血
管

の
よ
う
に
全
て
を
つ
な
ぐ
も
の
で

あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
ほ
し
い
。

市
長　

公
共
交
通
に
関
し
て
は
、

公
約
に
も
掲
げ
て
い
る
。
新
年
度

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
者
外
出
促
進
事
業
を
地

域
活
動
に
広
げ
て
は
。

市
長　

新
年
度
か
ら
は
参
加
を
増

や
す
た
め
、
地
域
の
敬
老
会
等
も

対
象
に
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
区

長
会
と
協
議
を
行
い
た
い
。

問　

出
か
け
る
手
段
と
し
て
、
バ

ス
を
出
す
な
ど
支
援
も
必
要
。
今

後
も
進
め
て
も
ら
え
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ぜ
ひ
と
も
充
実

を
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　

地
域
サ
ポ
ー
ト
補
助
を
広
げ

る
施
策
は
。　
　

市
長　

タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
可

能
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
を
検
討
。

メ
ー
タ
ー
運
賃
が
基
本
と
な
る
が
、

負
担
率
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
協

議
し
た
い
。

問　

そ
れ
を
誰
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
か
が
大
事
。
予
算
規
模
か

ら
す
る
と
実
行
性
が
な
い
。
花
鶴

の
ド
ラ
イ
バ
ー
会
議
に
参
加
を
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。

経
営
企
画
課
長　

参
加
は
な
い
。

問　

聞
き
取
り
を
せ
ず
、
ど
う
調

査
す
る
の
か
。
地
域
に
よ
り
ニ
ー

ズ
も
違
う
。
時
間
が
か
か
っ
て
も

福
祉
委
員
の
募
集
や
、
ニ
ー
ズ
調

査
を
し
て
は
。

市
長　

今
後
検
討
す
る
。

公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
研
究
成
果
は

（
答
）
実
験
運
行
の
継
続
と
代
替
交
通
手
段
を
検
討
す
る

の
あ
る
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
条
例
の
制

定
が
必
要
で
は
。

市
長　

実
効
性
の
面
か
ら
難
し
い
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
す
る
。

胃
が
ん
予
防
に
つ
な
が
る
、
ピ
ロ

リ
菌
検
査
の
導
入
を

問　

胃
が
ん
な
ど
の
原
因
と
な
る

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
の
検
査
で
感
染

が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
除
菌
が
、

２
月
か
ら
保
険
適
用
と
な
り
、
よ

り
胃
が
ん
予
防
が
進
む
。
一
日
も

早
い
検
査
導
入
を
。

保
健
福
祉
部
長　

メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
と
考
え
、
今
後
検
討
す
る
。

産
後
検
診
、
産
褥
ケ
ア
、
乳
房
ケ

ア
等
、
母
子
支
援
の
拡
充
を

保
健
福
祉
部
長　

重
要
な
も
の
と

捉
え
、
検
討
し
て
い
く
。

組
む
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
は
。

市
長　

地
域
の
実
情
な
ど
を
考
慮

し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
３
年
間

で
73
匹
の
野
良
猫
の
不
妊
去
勢

を
し
た
。
も
し
野
放
し
状
態
だ
と

７
０
０
匹
く
ら
い
に
増
え
た
可
能

性
も
あ
る
。
現
在
、
各
地
で
地
域

猫
活
動
や
避
妊
去
勢
に
助
成
し
て

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
市
で
も
一

部
助
成
し
て
は
。

市
民
部
長　

今
後
、
春
日
市
な
ど

を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。　

問　

犬
猫
の
ふ
ん
害
、
無
責
任
な

餌
や
り
等
の
迷
惑
行
為
や
防
風
林

内
の
花
火
の
禁
止
、
自
転
車
運
転

の
マ
ナ
ー
等
、
快
適
な
生
活
環
境

確
保
の
た
め
、
市
独
自
の
実
効
性

問　

犬
猫
の
ふ
ん
害
、
野
良
猫
の

問
題
等
、
市
民
か
ら
の
苦
情
も
多

い
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

し
対
策
は
あ
る
の
か
。

市
長　

飼
い
主
へ
の
適
正
飼
養
の

指
導
、
啓
発
看
板
の
設
置
、
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
。

問　

も
っ
と
具
体
的
な
対
策
が
必

要
。
市
内
に
野
良
猫
問
題
、
殺
処

分
減
を
め
ざ
し
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
で
実

績
を
積
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。

市
環
境
課
と
地
域
の
協
働
で
取
り

犬
猫
関
連
の
迷
惑
行
為
等
、
条
例
で
規
制
し
て
は

（
答
）
実
効
性
の
観
点
か
ら
難
し
い

もっと便利に楽しく外出を

我慢も限界　フン害に憤慨

姉川さつき
（自由）

芝尾　郁恵
（公明党）

一　

般　

質　

問
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一
定
の
経
済
効
果
と
約
３
５
０
人

の
雇
用
創
出
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

交
通
量
の
増
大
。

問　

篠
林
区
開
発
は
、
大
変
な
功

績
で
あ
る
が
、
宮
地
岳
線
跡
地
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
土
地

利
用
方
針
案
を
も
と
に
地
元
協
議

な
ど
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
。

問　

土
地
利
用
方
針
案
は
。

都
市
計
画
課
長　

押
し
つ
け
で
は

な
く
て
、
修
正
が
可
能
で
あ
る
土

地
利
用
方
針
案
を
ま
と
め
て
い
る
。

問　

そ
の
地
域
の
意
見
を
聞
く
こ

と
は
な
い
の
か
。

都
市
計
画
課
長　

平
成
25
年
度
か

ら
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が
さ

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

た
報
道
等
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
も

の
を
身
に
つ
け
て
意
識
し
て
ほ
し

い
。
新
聞
社
に
対
し
て
、
抗
議
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
開
発
に
つ
い
て

問　

篠
林
区
開
発
に
つ
い
て
大
変

な
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
。

市
長　

地
域
経
済
活
性
化
の
判
断

の
も
と
、
私
を
ト
ッ
プ
と
す
る
企

業
誘
致
推
進
本
部
の
中
で
開
発
に

向
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
。

問　

開
発
に
よ
る
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　

メ
リ
ッ
ト
は
税
収
の
増
、

問　

報
じ
ら
れ
た
職
員
５
人
に
対

す
る
精
神
的
影
響
と
い
う
の
は
と

て
も
大
き
い
と
思
う
。
悩
ん
で
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
市
は
何
も
し

な
い
の
か
。

副
市
長　

職
員
が
今
後
ず
っ
と
自

負
を
持
っ
て
事
業
を
や
っ
て
い
く

対
応
を
し
た
。
抗
議
に
つ
い
て
は
、

検
討
し
て
い
る
。

市
長　

偏
っ
た
報
道
、
歪
曲
さ
れ

問　

10
年
と
い
う
節
目
を
過
ぎ
、

高
齢
者
が
増
え
て
い
く
状
況
の
中
、

こ
の
10
年
を
検
証
し
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
と
き
。
介
護
予
防
拠
点
と

し
て
の
役
割
は
果
た
せ
て
い
る
か
。

市
長　
「
ゆ
い
」
の
事
業
目
的
は
、

生
き
が
い
や
社
会
貢
献
活
動
を
行

い
、
地
域
に
結
び
つ
け
る
こ
と
。

利
用
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
サ

ポ
ー
タ
ー
数
も
３
０
０
人
を
超
え

充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問　

地
域
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
か
。

市
長　

利
用
者
が
「
ゆ
い
」
で
学
ん

だ
こ
と
を
も
と
に
、
他
の
地
域
活

動
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

問　

活
動
支
援
券
「
ゆ
い
券
」
の
普

及
状
況
は
。

市
長　

平
成
23
年
度
、「
ゆ
い
」

券
で
の
参
加
は
１
４
７
２
件
、
譲

渡
さ
れ
た
利
用
券
で
の
参
加
は

３
１
１
件
。

問　

活
動
日
が
週
３
回
し
か
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
食
の
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
が
確
保
で
き
な
い
た
め
と
聞

く
が
。

保
健
福
祉
部
長　

活
動
に
伴
っ
て

の
準
備
が
必
要
な
た
め
。
多
様
な

や
り
方
が
で
き
な
い
か
十
分
検
討

す
る
。

問　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
が

な
い
状
況
だ
が
何
ら
か
の
方
策
は

考
え
て
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

利
用
し
や
す
い

金
額
に
見
直
し
て
い
く
。
ス
タ
ッ

フ
の
充
実
な
ど
根
本
的
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

市
民
活
動
の
推
進
と
共
働
は
で
き

て
い
る
か

問　

共
働
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
、

市
民
活
動
団
体
な
ど
を
支
援
し
活

動
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
必
要
。

市
長　

地
域
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ

が
個
別
化
、
多
様
化
す
る
中
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
市
民
参

画
や
、
市
民
と
の
共
働
は
必
須
の

課
題
で
あ
る
。
今
後
と
も
市
民
活

動
を
支
援
し
、
共
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
進
め
て
い
く
。

生
き
が
い
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」
の
今
後
は

（
答
）
新
た
な
事
業
展
開
を
構
築
し
て
い
き
た
い

新
聞
報
道
に
あ
る
盗
聴
は
あ
っ
た
の
か
否
か

（
答
）
盗
聴
を
す
る
必
要
性
が
な
い

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

「ゆい」でのサポーターさんによるパソコン学習

平成 25年１月 31 日付新聞記事

阿部　友子
（明友会）

髙原　伸二
（政風会）

一　

般　

質　

問
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◇一般質問は届け出順で掲載しています。

点
か
ら
検
討
し
て
い
く
課
題
だ
。

教
育
長　

相
当
の
人
数
と
経
費
が

か
か
り
現
状
で
は
対
応
は
で
き
て

い
な
い
。
近
隣
の
図
書
館
と
の
相

互
貸
借
制
度
等
工
夫
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

駅
東
口
ア
ク
セ
ス
道
路
で
決
断
を

問　

美
明
の
「
ニ
ト
リ
」
か
ら
Ｊ
Ｒ

古
賀
駅
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
の

残
区
間
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
整
備

を
。

建
設
産
業
部
長　

早
期
に
や
る
べ

き
だ
と
の
考
え
は
持
っ
て
い
る
。

問　

陽
は
東
か
ら
昇
る
と
い
う
。

Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
東
口
の
面
的
整
備
は

何
と
か
し
ろ
と
い
う
大
合
唱
の
声

は
高
ら
か
だ
。

市
長　

Ｊ
Ｒ
３
駅
の
整
備
は
総
合

振
興
計
画
の
中
に
も
あ
り
、
具
体

的
に
は
言
え
な
い
が
粛
々
と
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

数
が
多
く
、
事
務
を
伸
ば
し
て
い

く
時
間
を
持
て
な
い
状
況
に
あ
る
。

問　

収
蔵
庫
整
理
状
況
、
公
開
は
。

教
育
長　

施
設
内
の
整
備
、
改
修

経
費
や
人
的
配
置
等
の
課
題
が
あ

る
。
要
望
が
あ
れ
ば
個
別
に
対
応
。

問　

古
文
書
デ
ジ
タ
ル
化
公
開
は
。

教
育
長　

他
自
治
体
を
調
査
中
。

取
り
扱
い
基
準
を
定
め
、
今
年
度

中
に
は
公
開
し
て
い
く
。

図
書
館
利
用
時
間
の
大
幅
延
長
を

問　

研
修
棟
の
利
用
時
間
は
、
午

前
８
時
半
か
ら
午
後
10
時
ま
で
、

集
い
学
び
・
交
わ
り
学
び
の
新
た

な
生
涯
学
習
ゾ
ー
ン
の
暁
を
に
ら

ん
で
、
一
体
化
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

教
育
部
長　

市
民
の
便
宜
上
の
観

予
算
説
明
資
料
は
わ
か
り
や
す
く

問　

職
員
の
粋
な
セ
ン
ス
で
、
中

学
生
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
な
予

算
説
明
資
料
に
さ
ら
に
一
工
夫
を
。

総
務
部
長　

来
年
度
以
降
の
予
算

資
料
で
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

郷
土
史
業
務
遂
行
体
制
の
充
実
を

問　

市
史
編
さ
ん
へ
の
職
員
内
部

発
意
の
状
況
、
文
化
財
発
掘
や
整

理
の
業
務
量
は
い
か
に
。

教
育
部
長　

フ
ル
回
転
で
開
発
件

問　

本
来
、
地
域
づ
く
り
は
、
住

民
自
ら
考
え
議
論
し
実
践
す
る
こ

と
に
あ
る
。
行
政
依
存
か
ら
脱
皮

し
協
働
の
仕
組
み
を
十
分
機
能
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
青
柳
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
置
が
遅
れ

て
い
る
理
由
は
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室
長　

現
状

で
も
十
分
や
っ
て
い
け
る
と
い
う

判
断
が
行
政
区
に
あ
る
。

問　

行
政
区
長
の
仕
事
と
さ
れ
て

い
る
道
路
環
境
美
化
・
不
燃
物
の

分
別
収
集
・
防
犯
防
災
・
地
域
健

康
福
祉
等
は
住
民
が
自
発
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る
が
。

市
長　

十
分
認
識
し
て
い
る
。

問　
（
60
年
以
上
続
い
て
い
る
）
自

治
会
長
と
の
個
人
契
約
（
行
政
区

長
制
度
）
を
自
治
会
と
の
団
体
契

約
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

将
来
的
に
は
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
解
決
し
て
い
く
。

問　

こ
の
制
度
の
将
来
の
あ
り
方

を
第
三
者
機
関
で
議
論
し
て
は
。

総
務
部
長　

こ
れ
か
ら
も
改
善
策

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

会
議
室
の
床
面
積
、
駐
車
台

数
、
Ｉ
Ｔ
設
備
の
充
実
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
救
命
救
急
体
制
等
の

整
備
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室
長　

時
期

を
見
計
ら
っ
て
設
備
等
の
準
備
は

考
え
る
。

問　

地
域
公
民
館
の
建
て
替
え
や

改
修
に
つ
い
て
、
一
度
調
査
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

平
成
25
年
度
中
に
整

理
す
る
。

自
転
車
盗
難
ゼ
ロ
に
で
き
な
い
か

問　

自
転
車
や
バ
イ
ク
盗
難
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
。

市
長　

憂
慮
す
べ
き
こ
と
だ
。

問　

現
状
把
握
は
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室
長　

二
重

ロ
ッ
ク
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
。

問　

駐
輪
場
利
用
者
、
管
理
者
に

よ
る
意
見
交
換
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

個
人
契
約
を
団
体
契
約
へ
変
更
し
て
は
ど
う
か

（
答
）
将
来
的
に
は
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
移
行

予
算
書
・
郷
土
史
・
図
書
館
、
駅
東
道
路
の
改
善
を

（
答
）
駅
ア
ク
セ
ス
道
路
は
早
急
に
や
る
べ
き

自転車盗難防止を呼び掛ける皆さん（JR古賀駅）

仲道　誠明
（明友会）

後牟田大池線残区間はこの先 250 ｍ

吉住　長敏
（希来里）

一　

般　

質　

問
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問　

環
境
モ
デ
ル
都
市
は
、
北
九

州
市
、
水
俣
市
、
梼ゆ

す
は
ら原

町
ほ
か
20

自
治
体
。
地
場
産
業
、
森
林
バ
イ

オ
マ
ス
、
家
庭
生
ご
み
な
ど
を
資

源
活
用
し
、
市
民
、
企
業
を
巻
き

込
ん
で
、
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
食
品
工
場
団
地
を

誘
致
し
、
森
林
の
活
用
も
期
待
さ

れ
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

で
き
る
限
り
環
境
施
策
に

取
り
組
む
。

問　

５
つ
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
選

定
基
準
も
ク
リ
ア
で
き
る
と
思
う

が
。

市
民
部
長　

低
炭
素
の
目
標
値
を

設
定
し
な
が
ら
、
可
能
性
が
出
て

き
た
時
点
で
検
討
す
る
。

問　

清
掃
工
場
の
将
来
構
想
を
決

め
る
の
は
、
あ
と
１
年
弱
。
こ
の

認
識
で
い
い
の
か
。

市
長　

こ
こ
１
年
ぐ
ら
い
で
、
あ

る
程
度
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

問　

平
成
25
年
度
は
、
第
２
次
環

境
基
本
計
画
、
ご
み
処
理
基
本
計

画
策
定
年
度
。
環
境
行
政
、
廃
棄

物
行
政
の
将
来
を
左
右
す
る
重
要

な
年
度
と
認
識
し
て
い
る
が
。

市
民
部
長　

あ
と
１
年
間
、
精
力

的
に
取
り
組
む
。

問　

清
掃
工
場
規
模
の
算
定
根
拠

と
な
る
の
は
、
ご
み
処
理
計
画
。

清
掃
工
場
の
将
来
構
想
と
ご
み
処

理
計
画
は
一
体
的
に
考
え
る
べ
き
。

市
長　

ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
計
画
策
定
を
進
め
る
。

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

問　

保
健
福
祉
行
政
へ
の
認
識
は
。

市
長　

職
員
は
日
々
、
大
変
な
業

環
境
モ
デ
ル
都
市
と
な
る
条
件
が
あ
る
と
思
う
が

（
答
）
で
き
る
限
り
環
境
施
策
に
取
り
組
む

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

務
を
こ
な
し
て
い
る
。

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

問　

人
材
育
成
、
職
員
体
制
は
。

市
長　

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
職

員
を
高
い
レ
ベ
ル
に
向
上
さ
せ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

　古賀市議会は４月23日、髙原伸二議員のブログ問題を話し合う議員全員討議会
を開催しました。問題となったのは、髙原議員が４月１日、自らのブログに掲載し
た「宝くじが当たり、１千万円とバス２台を古賀市に寄付」という虚偽の記事。本
人はエイプリルフールの「冗談」として掲載したとのことでした。
　私は４月３日、①虚偽の記事で古賀市に迷惑をかけた②公選法違反の寄付行為を
したかのような誤解を招き議会全体の見識が疑われた③インターネット選挙が始ま
る時期にブログ等の信頼性を損なったという３点の内容で本人に厳重注意しました。
　討議会で本人は「軽率な行為で迷惑をかけた、今後は十分注意したい」とお詫び
をしました。他の議員からは、市民から不信の声が上がっている、政治倫理条例に
抵触「不名誉」な行為だ、「売名行為」でもあり非常識だ。今後は十分に人権にも配
慮すべき等々の厳しい指摘がありました。
　議会としては、今回の問題を教訓に、これまで以上に良識ある活動に務めていく
ことをお誓いします。 古賀市議会議長　奴間健司

インターネット議会中継・録画配信中

注）会期日程は、５月 30 日（木）の議会運営委員会決定後、市役所ロビーなどに掲示します。
◎ 本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。また、議会ホームページでもご覧になれます。
会議録は、議会事務局で販売閲覧、市立図書館で閲覧できます。
◎議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。（本会議の傍聴席は 46 席、委員会傍聴席は原則５～ 10 席です）
◎請願書の締切りは５月 28 日（火）午後５時です。

第
２
回
定
例
会
会
期
日
程
（
案
）

会
期　

６
月
４
日
〜
６
月
19
日
16
日
間

日
曜
開
議
時
刻

摘　

要

6/4

火

９
時
30
分

本
会
議

6

木

〃

本
会
議

7

金

〃

常
任
委
員
会

10

月

〃

常
任
委
員
会

11

火

〃

常
任
委
員
会

12

水

〃

補
正
予
算
審
査
特
別

委
員
会

13

木

〃

一
般
質
問

14

金

〃

一
般
質
問

17

月

〃

一
般
質
問
／
議
会
報

編
集
特
別
委
員
会

19

水

〃

本
会
議

Ｐ
Ｍ
２・５
に
つ
い
て

問　

小
児
、
高
齢
者
等
の
高
感
受

性
者
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
一

定
の
基
準
な
り
方
針
が
必
要
。

市
長　

で
き
る
限
り
対
策
を
打
つ
。

議員の「ブログ問題」　議員全員討議会を開催

環境モデル都市で地域活性化を

前野　早月
（希来里）

一　

般　

質　

問
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●議会基本条例等調査特別委員会

特別委員会設置から２年の検討を重ね、条例の素案となるものができました。
たくさんの市民と共有し、実効的なものにするために、古賀市議会は議場から飛び出し、皆さんの声を聞きます。

市民説明会と、パブリックコメントに出されたご意見の一部です。
●基本条例の制定は、議会改革の第一歩。よりよいものを期待。●議会報告会は、義務化すべきだと思いま

す。●選挙の時以外、議員の活動が市民にほとんど見えません。条例が議会の活性化、透明化に役立てばと

思います。●課題別懇談会の内容を具体化すべき。●個別テーマ（福祉、環境、公共交通）について、市民の

声を聞く会を実現して、政策提言してほしい。●一般質問の質の向上を希望します。●市長が議員に質問す

る反問権は、おおいに賛成です。●反問権が行使されることによって、一般質問をする議員が減ることにな

らないか。●政策推進会議を「行うことができる」から「行うものとする」に替えてください。

議
会
基
本
条
例

６
月
制
定
予
定

４月13日
市民説明会、意見募集

先進地へ

JR３駅での

情
報
発
信

市　議　会

こが市議会だより63号17



答　

定
数
は
正
規
の
常
勤
で

教
育
長
を
含
め
３
５
０
人
。

定
数
外
職
員
は
再
任
用
の
短

時
間
勤
務
職
員
が
15
人
、
任

期
付
短
時
間
が
16
人
、
嘱
託

な
ど
65
人
、
合
計
96
人
。
臨

時
職
員
１
８
４
人
。

公
共
交
通
は
改
善
さ
れ
た
か

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用
者

は
減
少
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

運
賃
に
つ
い
て
無
料
の
ま
ま

運
行
継
続
希
望
が
57
人
、
負

常　任　　委　員　会
調 査・研 究レポート

◎は委員長、○は副委員長

担
し
て
も
継
続
が
30
人
。

　

路
線
バ
ス
補
助
金
に
係
る

消
費
税
分
相
当
額
４
９
０
万

円
が
西
鉄
か
ら
市
に
返
還
さ

れ
ま
す
。

問　

バ
ス
の
利
用
実
績
の
分

析
は
。
消
費
税
の
計
算
に
基

準
は
あ
る
の
か
。
平
成
25
年

度
の
西
鉄
バ
ス
と
の
協
定
内

容
の
反
映
は
。

答　

古
賀
駅
起
終
点
の
バ
ス

路
線
を
、
乗
り
継
ぎ
な
し
で

目
的
地
に
行
け
る
よ
う
に
検

討
中
。
赤
字
分
を
補
て
ん
す

る
基
本
ル
ー
ル
は
変
わ
ら
な

い
。

地
域
防
災
計
画
の
修
正
は

問　

防
災
会
議
で
の
修
正

は
。
要
援
護
者
の
支
援
は
。

答　

揺
れ
や
す
さ
や
津
波
の

被
害
想
定
の
デ
ー
タ
を
載
せ

る
予
定
。
要
援
護
者
支
援
で

は
、
4
月
か
ら
5
月
に
地
震

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
予
定
。
出
前
講
座
も
行
う
。

問　

３
・
11
の
取
り
組
み
を

考
え
る
べ
き
で
は
。
大
震
災

へ
の
弔
意
と
防
災
意
識
の
啓

発
な
ど
の
た
め
、
行
政
が
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

答　

特
に
予
定
は
な
い
。

古
賀
市
の
職
員
数
は

問　

子
ど
も
の
居
場
所
で
あ

る
児
童
館
を
も
う
１
カ
所
増

や
す
計
画
は
。

答　

中
学
校
区
を
一
つ
の
単

位
と
し
て
も
う
１
カ
所
創
設

す
る
方
向
で
協
議
す
る
予
定
。

待
機
児
童
は
発
生
し
て
い
る
か

　

保
育
所
の
定
員
充
足
率
は

１
２
３
％
。
２
月
時
点
で
５

人
発
生
し
た
が
、
育
児
休
暇

を
延
長
す
る
な
ど
に
よ
り
解

決
に
至
っ
て
い
ま
す
。

問　

４
月
時
点
で
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　

待
機
児
童
は
出
る
可
能

性
は
あ
る
。
保
育
所
の
増
設

児
童
館
の
増
設
を

文
教
厚
生

委
員
会

◎
芝
尾
郁
恵　

倉
掛
小
竹

○
清
原
哲
史　

阿
部
友
子

　

松
島
岩
太　

姉
川
さ
つ
き

（
２
月
１
日
・
８
日
）　

総
務
委
員
会

◎
内
場
恭
子　

許
山
秀
仁

○
田
中
英
輔　

髙
原
伸
二

　

吉
住
長
敏　

西
尾
耕
治

（
２
月
５
日
）　

公
文
書
の
取
り
扱
い
は

問　

公
文
書
館
の
資
料
の
取

り
扱
い
の
内
規
は
。

答　

古
賀
市
は
作
成
し
て
い

な
い
。
県
の
基
準
で
実
施
し

て
い
る
。

問　

一
般
的
文
書
の
廃
棄
方

法
は
。

答　

す
べ
て
の
文
書
に
期
限

を
設
け
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て

い
る
。
４
月
に
廃
棄
文
書
を

確
定
し
、
５
月
末
に
焼
却
処

分
し
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

問　

所
管
は
ど
こ
か
。
進
捗

状
況
は
。

答　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

室
。
他
自
治
体
の
状
況
を

ネ
ッ
ト
で
調
査
中
。
来
年
度

は
調
査
視
察
を
行

い
、
素
案
づ
く
り
に

入
り
た
い
。
平
成

25
・
26
年
度
を
め
ど

に
成
案
を
作
っ
て
い

く
予
定
。

耐
震
診
断
の
結
果
は

問　

第
１
庁
舎
の
一

部
で
耐
震
性
能
が
不

足
し
、
補
強
が
必
要

と
の
こ
と
。
庁
舎
の

一
部
と
は
ど
こ
か
。

答　

第
１
庁
舎
の
長

辺
方
向
を
Ｘ
、
短
辺

方
向
を
Ｙ
と
し
た
ら

Ｘ
方
向
の
１
・
２
・
３

階
と
Ｙ
方
向
の
２

階
。

な
ど
必
要
な
措
置
を
検
討
し

て
い
く
。

生
活
保
護
の
受
給
状
況
は

　

生
活
保
護
の
現
状
は
、
保

護
世
帯
４
７
１
世
帯
、
保

護
人
員
７
１
３
人
、
保
護
率

12
・
３
パ
ー
ミ
ル
で
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。　

問　

申
請
時
の
調
査
項
目

は
。

答　

課
税
状
況
、
銀
行
関
係

の
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
固

定
資
産
、
自
動
車
、
滞
納
の

有
無
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
進
捗
状
況
は

問　
（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
ど
う
い
う
機
能
を

持
た
せ
る
の
か
。

市民から寄せられた献花（3月 11 日　市役所玄関）
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常　任　　委　員　会
調 査・研 究レポート

市
民
建
産

委
員
会

◎
飯
尾
助
広　

前
野
早
月

○
舩
越
義
彰　

結
城
弘
明

　

三
好
貴
一　

仲
道
誠
明

（
２
月
４
日
・
６
日
）　

問　

素
案
は
市
民
農
園
・
道

路
・
歩
道
と
な
っ
て
い
る
が

住
宅
な
ど
の
検
討
も
あ
っ
て

良
い
の
で
は
。

答　

一
体
的
に
公
共
利
用
で

き
る
も
の
と
い
う
観
点
か
ら

素
案
を
ま
と
め
た
。

公
園
の
遊
具
点
検

　

市
内
81
の
公
園
に
あ
る
遊

具
３
４
８
基
の
う
ち
41
基
が

不
良
遊
具
と
判
定
。
う
ち
26

基
を
使
用
禁
止
と
し
、
順
次

更
新
工
事
を
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

問　

市
内
の
公
園
は
１
５
０

カ
所
あ
る
。
残
り
は
ど
う
す

る
の
か
。

答　

残
り
は
都
市
計
画
区
域

外
に
あ
る
。
今
後
、
市
の
職

員
で
点
検
を
行
う
予
定
。

国
の
大
型
補
正
へ
の
対
応
は

問　

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
県

事
業
を
ど
の
よ
う
に
要
請
し

て
い
く
予
定
か
。

答　

具
体
的
内
容
は
ま
だ
。

今
後
、
道
路
、
河
川
事
業

等
を
主
に
要
請
し
て
い
き
た

い
。

観
光
行
政
の
方
向
性
は

答　

薬
王
寺
温
泉
を
含
む
里

地
・
里
山
ル
ー
ト
、
唐
津
街

道
沿
い
の
歴
史
的
な
資
源
を

生
か
す
こ
と
、
工
業
団
地
の

資
源
を
生
か
し
た
い
。

確
定
申
告
の
受
付
状
況
は

問　

今
年
度
の
申
告
件
数
の

見
込
み
は
。

答　

昨
年
と
同
じ
３
０
０
０

宮
地
岳
線
跡
地
利
用
に
対
す
る

市
民
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
中

件
く
ら
い
。

問　

申
告
受
付
の
対
応
は
。

答　

市
税
課
、
収
納
管
理
課
、

税
理
士
等
８
人
〜
10
人
で
対

応
し
て
い
る
。

滞
納
処
分
の
現
状
は

問　

給
与
や
預
貯
金
の
差
し

押
さ
え
件
数
及
び
生
活
へ
の

配
慮
は
。

答　

最
低
生
活
が
営
ま
れ
る

基
準
額
は
差
し
押
さ
え
禁

止
。

　

差
し
押
さ
え
は
給
与
約

１
５
０
件
、
預
貯
金
約
30
件

を
実
施
し
た
。

問　

何
人
で
対
応
し
て
い
る

の
か
。

答　

係
長
以
下
８
人
。
困
難

な
と
き
は
県
の
応
援
、
福
津

市
・
宗
像
市
と
の
相
互
派
遣

を
実
施
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
対
応
は

問　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

情
報
の
対
応
は
。

観
測
地
が
県
内
に

21
カ
所
ほ
ど
あ
る
。

そ
の
情
報
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
は
。

答　

県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

市
も
今
後
検
討
し

た
い
。

答　

現
研
修
棟
の
使
用
状
況

を
継
続
す
る
。
３
０
０
人
程

度
の
大
会
議
室
も
予
定
。

問　

補
助
金
は
。

答　

補
助
率
50
％
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
を
申
請

し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
状
況
は

問　

学
校
図
書
司
書
の
応
募

状
況
は
。

答　

９
人
の
募
集
に
継
続
６

人
を
含
む
20
人
の
応
募
が
あ

る
。

問　

部
活
動
の
体
罰
の
調

査
、
い
じ
め
の
状
況
は
。

答　

部
活
動
の
体
罰
の
調
査

は
学
校
に
指
示
し
て
い
る
。

い
じ
め
は
、
小
学
校
で
３
件
、

中
学
校
で
７
件
、
う
ち
９
件

が
解
消
。

発
達
ル
ー
ム
は
健
全
に
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

　

こ
ど
も
発
達
ル
ー
ム
の
新

聞
報
道
に
つ
い
て
、
関
係
職

員
出
席
の
も
と
詳
細
説
明
を

受
け
、
発
達
ル
ー
ム
の
視
察

も
行
い
ま
し
た
。

4 月にオープンした福津市児童館新しく勤労者センターに設置された観光協会事務所
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市民活動紹介
ボランティア
訪　問　⑩
まちの草の根活動
紹介しま～す！

リ
コ
�
ダ
�
の
会
�
ア
ン
ダ
ン
テ
�

〜
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
〜

新年度がはじまりました。
喜びと不安の一年生を上級生が
優しくサポートします。
見守りのボランティアさんの声か
けで安全に登校しています。

　

今
回
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
あ
る
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」

（
代
表
・
上う

え
の野
初は

つ

よ世
さ
ん
、
会
員
９

人
）
の
ご
紹
介
で
す
。

　

「
ア
ン
ダ
ン
テ
」
は
音
楽
用
語
で

「
ゆ
っ
く
り
と
」
と
い
う
こ
と
。
名

前
が
表
す
よ
う
に
み
ん
な
で
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

の
が
会
の
モ
ッ
ト
ー
。

　

設
立
し
て
14
年
。
初
め
は
お
隣

同
士
で
料
理
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、
何
か
文
化
的
な
こ
と
を

や
り
た
い
ね
、
と
始
め
た
の
が
、

ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
。
リ
コ
ー
ダ
ー
に
も
た

く
さ
ん
種
類
が
あ
り
、
一
番
大
き

い
も
の
は
10
万
円
ほ
ど
も
す
る
そ

う
で
す
。

　

家
に
こ
も
る
こ
と
な
く
、
知
ら

な
い
世
界
へ
飛
び
込
も
う
と
会
へ

入
ら
れ
た
方
は
、「
入
っ
て
良
か
っ

た
。
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
続
け
る
こ
と
が
大
事
。」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

最
近
、
仲
間
に
誘
わ
れ
て
入
会
さ

れ
た
方
は
、
大
変
居
心
地
が
い
い

と
満
足
な
様
子
で
し
た
。

　

小
学
校
や
東
医
療
セ
ン
タ
ー
い

ず
み
病
棟
、
各
地
の
福
祉
会
な
ど

に
出
向
い
て
演
奏
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
楽
し
ん
で

い
る
よ
、
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
け
れ
ど
、
古

賀
市
内
で
は
な
か
な
か
演
奏
を
す

る
場
所
が
な
い
の
が
悩
み
だ
そ
う

で
す
。

　

和
や
か
な
練
習
の
雰
囲
気
が
印

象
的
で
し
た
。

　

活
動
日
は
毎
週
水
曜
日
、
研
修

棟
で
す
。
皆
さ
ん
仕
事
を
し
な
が

ら
の
活
動
。
水
曜
日
は
仕
事
休
み

で
ア
ン
ダ
ン
テ
の
日
。

第
１
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
47
人
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
は
６
月
４
日
（
火
曜
日
）
開
催
予
定
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
、
録
画
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

いい音色を出すために練習は真剣に いろいろあるリコーダー

　

市
民
か
ら
見
え
る
議
会
、
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
、
古
賀
市

議
会
は
平
成
23
年
６
月
に
、「
議
会

基
本
条
例
等
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
設
置
後
す
ぐ
に
行
っ
た
の
は

市
民
意
識
調
査
。
市
民
か
ら
議
会

が
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
は
見
え
て
い
な
い
か
を
私
た

ち
議
員
が
認
識
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
検
証

し
、
古
賀
市
議
会
と
し
て
、
今
後

ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
を
重
ね
、

素
案
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
重

要
な
の
は
、
お
手
盛
り
条
例
と
な

ら
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
市

民
参
画
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
の
検
討
を
経
て
、
市

民
と
議
会
で
作
る
条
例
を
め
ざ
し
、

た
だ
い
ま
奮
闘
中
で
す
。 
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